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第20回静岡県すこやか長寿祭美術展を開催！
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すこやか長寿には「サルコペニア」への対策が重要ですすこやか長寿には「サルコペニア」への対策が重要です
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シルバー派遣を活用しませんか？シルバー派遣を活用しませんか？

静岡県シルバー人材センター連合会 検索
〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町5番地の1 静岡県勤労者総合会館4階

公益社団法人
静岡県シルバー人材センター連合会

TEL:054-254-7240 FAX:054-205-4540



　
私
た
ち
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
老
人
ク
ラ

ブ
）は
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」を
合

言
葉
と
し
て
、全
て
の
高
齢
者
が
、健

や
か
な
生
活
を
送
る
中
で
、健
康
を

保
持
し
、仲
間
づ
く
り
や
奉
仕
活
動

と
いっ
た
社
会
参
加
を
実
践
で
き
る

よ
う
活
動
を
進
め
て
、現
在
に
至
っ
て

お
り
、県
内
は
も
と
よ
り
、全
国
の

仲
間
と
も
つ
な
が
り
を
持
つ
高
齢
者

に
よ
る
自
主
的
な
組
織
で
あ
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、近
年
、高
齢
者
は
増

加
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、会
員

の
減
少
傾
向
が
続
き
、組
織
の
存
続

に
も
影
響
し
か
ね
な
い
事
態
に
ま
で

立
ち
至
り
、私
た
ち
に
と
っ
て
悩
み
の

種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
憂
慮
し
た
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
、平
成
26
年
度
を
初
年

度
と
す
る
５
か
年
で
「
会
員
を

1
0
0
万
人
増
強
す
る
」と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
計
画
を
策
定
し
、そ
の

計
画
に
沿
っ
て
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
が
、な
か
な
か
、そ
の
目
標
を
達

成
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
県
内
に
目
を
向
け
る
と
、富
士
宮

市
や
伊
東
市
を
は
じ
め
、仲
間
を
増

や
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
市
町
連

合
会
も
あ
り
、そ
の
方
策
な
ど
に
は
、

見
習
う
べ
き
点
が
多
い
こ
と
に
注
目

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、女
性
会
員
の
活
躍
と
増
強

を
目
指
す
女
性
委
員
会
に
お
い
て

は
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
通
じ

た
交
流
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、新

し
い
仲
間
を
増
や
す
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、若
手
会
員
の
増
強
を
目
指

す
若
手
委
員
会
に
お
い
て
は
、若
手

委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、地
元
連
合

会
の
協
力
の
下
、周
辺
市
町
か
ら
大

勢
の
仲
間
が
参
加
す
る「
歴
史
探
訪

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」な
ど
を
行
っ
て
、仲
間

づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。私
も
、過

日
、吉
田
町
で
開
催
さ
れ
た「
小
山

城
址
の
見
学
」な
ど
を
行
う
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
参
加
し
て
、楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、超
高
齢

化
社
会
に
お
い
て
、健
康
の
保
持
は

も
と
よ
り
、交
通
安
全
、特
殊
詐
欺

に
よ
る
被
害
の
防
止
な
ど
様
々
な
問

題
に
つ
い
て
、高
齢
者
に
的
確
に
情
報

を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
組
織
と
し

て
、ま
た
、長
く
実
践
し
て
い
る
友

愛
、奉
仕
の
活
動
に
よ
っ
て
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
の
相
互
扶
助
を
担
う

組
織
と
し
て
、そ
の
役
割
は
、益
々
、

重
要
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、私
た
ち

は
、こ
れ
か
ら
先
、「
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
」と
い
う
こ
と
を
常
に
念

頭
に
置
い
て
、〝
幾
つ
に
な
っ
て
も
、健

康
で
長
生
き
で
き
る
よ
う
頑
張
ろ

う
〞の
精
神
の
下
に
、よ
り
多
く
の
仲

間
を
つ
く
り
、お
互
い
に
力
を
合
わ

せ
て
、明
る
く
楽
し
い「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

静
岡
県
」を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ふまねっとサポーター養成講習会を2月8日（水）に藤枝市内で開催しました。表紙の説明

憩いの広場

お互いの地域で、友愛活動に
励みつつ、健康・長寿を全うしよう！

すこやか長寿目次　74号 2017年4月

「ふまねっと」は、ゆっくりと網を踏まないように歩く、
身体に優しい運動で、歩行機能の改善や認知機能の低
下予防が期待できます。「ふまねっとサポーター」は、認
定NPO法人地域健康づくり支援会ワンツースリー（北
海道札幌市）がこの運動を地域の方々に指導するため
に設けた資格です。この日の受講者（27人）のうち、半
数は60歳代以上でした。受講者の皆さんが今後、地域
で楽しく健康づくりに取り組まれることを期待します。

「できた！」　笑顔と交流の輪が広がります

高齢者の運動を考える
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「自分らしく生きる」ための講座と遠州花便り～豊岡梅園
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お互いの地域で、友愛活動に励みつつ、
　　　　　　　　　　　　　健康・長寿を全うしよう！
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長寿力向上教室を開催しました

すこやか長寿には「サルコペニア」への対策が重要です
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健康はつらつゼミ

一般財団法人 静岡県老人クラブ連合会

健康長寿の三要素

松本 庄次   会長

静岡県牧之原市出身、昭和10年生まれ、静岡県立榛原高校卒。
昭和29年3月、高校卒業後、当時の国家地方警察・東小笠地区警察署へ一般職員と
して就職。その後、警察官を志して本官となり、平成6年に退職するまでの39年間、
静岡県警察官として奉職。平成23年度から藤枝市老人クラブ連合会長。26年度か
らは、静岡県老人クラブ連合会長。
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財団会員事業レポート

第28回すこやか長寿祭スポーツ・文化交流大会開催のご案内
財団だより

特派員だより①
特派員だより②
特派員だより③

石井　静夫さん
米山　由美恵さん
山崎　智行さん

地元の宝、森を救え！ 雇用創出と一石二鳥
長唄との出会い
地域の駅を守りたい
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11
12

・・・・・
・・・・・
・・・・・

地域密着情報

すこやか長寿 74号 2すこやか長寿 74号3

お互いの地域で、友愛活動に励みつつ、
　　　　　　　　　　　　　健康・長寿を全うしよう！

一般財団法人　静岡県老人クラブ連合会　松本　庄次　会長 3・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

憩いの広場

第20回静岡県すこやか長寿祭美術展を開催！
7・・・・・・第17回静岡県すこやか長寿祭熟年メッセージ大会を開催！

特報

長寿力向上教室を開催しました

すこやか長寿には「サルコペニア」への対策が重要です
浜松医科大学附属病院血液浄化療法部・栄養部　 加藤　明彦　教授 8・・・・・・・・・・・・・・・・

健康はつらつゼミ

一般財団法人 静岡県老人クラブ連合会

健康長寿の三要素

松本 庄次   会長

静岡県牧之原市出身、昭和10年生まれ、静岡県立榛原高校卒。
昭和29年3月、高校卒業後、当時の国家地方警察・東小笠地区警察署へ一般職員と
して就職。その後、警察官を志して本官となり、平成6年に退職するまでの39年間、
静岡県警察官として奉職。平成23年度から藤枝市老人クラブ連合会長。26年度か
らは、静岡県老人クラブ連合会長。

プロフィール

まつもと     しょうじ



すこやか長寿 74号 4すこやか長寿 74号5

作品を鑑賞する来場者

県知事賞受賞の皆様
左から大石光枝さん、青島正和さん、田邊悟さん、大石美保子さん、加藤桂三さん、勝呂武さん

【彫刻部門】
「和　膳」

田邊　悟　74歳　牧之原市

〜
シ
ニ
ア
の
芸
術
美
の
祭
典
〜

　第
20
回
静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭
美
術
展
を
開
催
！

　
全
2
4
0（
日
本
画
28
、洋
画

1
1
2
、彫
刻
14
、工
芸
33
、書
23
、

写
真
30
）作
品
を
９
日
間
に
わ
た
り
、

県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展

示・公
開
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
１
７
８
０
人
の
来
場
者

が
あ
り
、シ
ニ
ア
の
力
作
一
つ
一
つ
を

熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、展
示
作
業
の
補
助
や
受
付

業
務
を
、当
財
団
の「
は
つ
ら
つ
ネ
ッ

ト
ふ
じ
の
く
に
」会
員
の
皆
様
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、御
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
に
よ
り
、盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

講演会講師の萩裕美子先生 壁下部理事あいさつ

　
高
齢
者
の
芸
術
活
動
の
促
進
と
創
作
活

動
を
通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
等
を
目
的

と
し
て
、平
成
9
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る

｢

す
こ
や
か
長
寿
祭
美
術
展｣

（
当
財
団・静

岡
県
主
催
、静
岡
市
・
浜
松
市
共
催
）を
開

催
し
ま
し
た
。　

20
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、県
内
各
地

の
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
６
部
門
２
４
０
点
の
出

品
が
あ
り
、審
査
員
に
よ
る
審
査
で
県
知

事
賞
を
は
じ
め
、58
点
の
入
賞
作
品
を
選

出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、第
30
回
全
国
健
康
福
祉
祭
あ
き

た
大
会（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７

（
平
成
29
年
９
月
開
催
））の
静
岡
県・静
岡

市
・
浜
松
市
の
代
表
選
考
会
も
兼
ね
て
実

施
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
作
品
も
素
晴
ら
し
く
、本
県
の

芸
術
文
化
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま

し
た
。

特 報

一
般
公
開
12
月
２
日
〜
11
日

県
知
事
賞
（
各
部
門
１
点
）

※
敬
称
略
　
年
齢
は
平
成
28
年
12
月
２
日（
美
術
展
初
日
）現
在
　
氏
名
下
の
説
明
は
審
査
員
の
寸
評

　
入
賞
し
た
作
品
の
う
ち
、上
位
の
14

作
品
と
最
高
齢
者
の
２
作
品
の
表
彰

を
県
立
美
術
館
講
堂
で
行
い
ま
し
た
。

　
県
知
事
賞（
６
作
品
）を
静
岡
県
健

康
福
祉
部
壁
下
敏
弘
理
事
か
ら
、当

財
団
理
事
長
賞（
６
作
品
）及
び
後
援

者
賞（
２
作
品
）、最
高
齢
者
賞
を
当

財
団
佐
古
伊
康
理
事
長
か
ら
授
与
し

ま
し
た
。（
次
頁
参
照
）

　
あ
わ
せ
て
、東
海
大
学
教
授
の
萩
裕

美
子
先
生
を
お
招
き
し
、「
快
食
、快

眠
、快
便
、そ
し
て
快
運
」を
テ
ー
マ
に
、

健
康・生
き
が
い
づ
く
り
講
演
会
を
開

催
し
、県
民
の
健
康
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。

表
彰
式
12
月
３
日

食卓上の食器や、鯵の干物などを一木
で彫り出し、畳、座布団、格子、花と構
成した力作です。等身大で室内の一角
を、ほのぼのとしたタッチで表現されて
います。

【洋画部門】
「和の色彩A」

青島正和　67歳　沼津市
琳派の装飾性を構成的造形化しコ
ラージュした作品。センスの良い配色で
現代性を醸し出している。様々な技法
を活用しながら密度のある完成度の高
い作品になっている。

【日本画部門】
「花模様」

大石光枝　73歳　沼津市
笞むした太い幹、その根本に降り積も
る繊細な桜の花びら、自然のたくましさ
とやさしさが感じられます。
すぐれた技術で臨場感あふれた作品
に仕上がっています。

【写真部門】
「空が燃えた」

勝呂　武　79歳　伊豆の国市
自然の営みの中でも大変感動を呼ぶ
富士山の夕焼けの瞬間を捉えた素晴
しい写真です。一年間富士山詣でをし
ても中々撮れない一枚です。作者もさ
ぞ胸が高鳴ったことと思います。

【書部門】
「長安春望」

加藤桂三　79歳　浜松市北区
力強く流麗で、文字の大小、縦横の変
化、文字と余白のバランス、重量感が見
事に展開され、格調髙く錬度ある作品
です。

【工芸部門】
「舞」

大石美保子　72歳　藤枝市
裂織りの画面いっぱいに今にも飛び出
しそうな踊り子を表情豊かに表現、ポー
ズの先の幽玄の世界を感じさせる作品
です。



すこやか長寿 74号 4すこやか長寿 74号5
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県知事賞受賞の皆様
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すこやか長寿 74号 6すこやか長寿 74号7

佐古伊康　大会会長の挨拶

表彰式　左　グランプリ受賞の鈴木しめ子さん
　　　　右　西谷祐一　大会実行委員長

左から阿部さん、鈴木さん、萩田さん

　
表
彰
式
の
後
、作
品
発
表
と
講
評

（
佐
々
木
隆
志
審
査
委
員
長
）を
行
い

ま
し
た
。

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

　
鈴
木
し
め
子
さ
ん 

（
島
田
市
）

　

｢

老
樹
の
枝
に
花
咲
く
ご
と
く
〜

　そ
よ
風
と
な
っ
て
〜｣

　
親
が
忙
し
く
、一
人
で
寂
し
い
思
い

を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
思
い
を
馳

せ
、シ
ニ
ア
世
代
が
子
ど
も
た
ち
へ
優
し

い
声
を
か
け
て
い
こ
う
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

◆
準
グ
ラ
ン
プ
リ

　
阿
部
廣
美
さ
ん 

（
焼
津
市
）

　

｢

笑
い
の
使
者｣

　
落
語
を
通
じ
て
社
会
の
役
に
立
ち

た
い
と
の
思
い
か
ら
、教
え
子
た
ち
と

地
域
で
落
語
会
を
実
践
し
、笑
い
で
ま

ち
を
明
る
く
し
よ
う
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
３
位

　
前
嶋
康
枝
さ
ん 

（
袋
井
市
）

　

｢

本
物
の
体
験
感
動
で
、未
来
に
羽

　ば
た
く
子
を―

子
ど
も
刮
目
舎―｣

　｢

子
ど
も
刮
目
舎｣

の
活
動
を
紹
介

し
、子
ど
も
た
ち
に
感
動
体
験
を
与
え

よ
う
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
さ
れ
ま

し
た
。（
萩
田
敏
子
さ
ん
代
理
発
表
）

入
賞
作
品
の
発
表
と
講
評

　
作
品
発
表
の
後
、入
賞
者
、大
会
実

行
委
員
及
び
大
学
生（
常
葉
大
学｢

若

者
発
”居
場
所
“あ
り
方
研
究
会｣

）が

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
実
施
し
ま
し
た
。

意
見
交
換

　
意
見
交
換
の
後
、

｢

子
ど
も
刮
目
舎｣

の
皆
さ
ん
が
活
動

発
表
を
行
い
ま
し

た
。 活

動
発
表

　
最
後
に
、健
康
長
寿
の
秘
訣
の
電
子

紙
芝
居
上
映
と
解
説
を
行
い
ま
し

た
。(

荒
木
弘
子
生
き
が
い
特
派
員)

電
子
紙
芝
居
の
上
映
と
解
説

※紙面の関係上、金賞、銀賞、銅賞の入賞者については、当財団ホームページをご覧ください。
　平成29年度の第21回美術展は、今回同様12～1月頃に開催予定です。ねんりんピック富山2018
　（平成30年11月開催予定）の本県代表の選考会を兼ねます。

第
１７
回

　静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭

　
　
　
　
　熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
を
開
催
!

平
成
29
年
２
月
４
日（
土
）静
岡
市
の
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｅ
リ
ア
ン
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
七
間
町
に
お
い
て
、熟
年
世
代
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
と
世
代
間

の
交
流
を
目
的
と
し
て
、｢

す
こ
や
か
長
寿
祭
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、佐
古
伊
康
大
会
会
長（
し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団
理
事
長
）が
こ

の
大
会
を
契
機
に
、｢

健
康
長
寿
の
三
要
素
で
あ
る｢

運
動｣

、｢

食
生
活（
栄
養
）｣

、

｢

社
会
参
加｣

の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い｣

と
開
会
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、県
内
各
地
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
作
品
94
点
の
中
か
ら
、一
次・二
次
の
審
査

会
を
経
て
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
３
点
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

生
き
が
い
づ
く
り・健
康
づ
く
り・絆
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
!

開
会
式
・
入
賞
者
の
表
彰
式

受
賞
者

実
行
委
員

常
葉
大
学
生

子ども刮目舎の皆さん

※
敬
称
略
　
年
齢
は
平
成
28
年
12
月
２
日（
美
術
展
初
日
）現
在

【彫刻部門】
「集中」

増田侑司　80歳　静岡市駿河区

最
高
齢
者
賞（
男
女
各
１
点
）

【洋画部門】
「生物の世界」

増田初恵　68歳　静岡市葵区

【日本画部門】
「輝菜に精出す老女」

山崎恒彦　90歳　浜松市北区

【書部門】
「西行のうた」

松井里枝　90歳　沼津市

【写真部門】
「晴れの日」

林　博視　79歳　袋井市

財団理事長賞受賞の皆様
左から山崎恒彦さん、増田初恵さん、増田侑司さん、鈴木淳一さん、松井里枝さん、林博視さん

【工芸部門】
「早春の芽吹き」

鈴木淳一　83歳　磐田市

静岡新聞社・静岡放送賞
【洋画部門】

「仲間と集う午後」
吉田美夜子　75歳　浜松市東区

男性
【日本画部門】
「古里のめぐみ」

沼田好策　94歳　長泉町

女性
【工芸部門】
「虹のかなたへ」

堀内まつね　93歳　御殿場市
中日賞【工芸部門】「晩夏」
五島尚子　70歳　静岡市清水区

後
援
者
賞（
洋
画
・
工
芸
各
１
点
）

財
団
理
事
長
賞
（
各
部
門
１
点
）
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佐古伊康　大会会長の挨拶

表彰式　左　グランプリ受賞の鈴木しめ子さん
　　　　右　西谷祐一　大会実行委員長

左から阿部さん、鈴木さん、萩田さん

　
表
彰
式
の
後
、作
品
発
表
と
講
評

（
佐
々
木
隆
志
審
査
委
員
長
）を
行
い

ま
し
た
。

◆
グ
ラ
ン
プ
リ

　
鈴
木
し
め
子
さ
ん 

（
島
田
市
）

　

｢

老
樹
の
枝
に
花
咲
く
ご
と
く
〜

　そ
よ
風
と
な
っ
て
〜｣

　
親
が
忙
し
く
、一
人
で
寂
し
い
思
い

を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
思
い
を
馳

せ
、シ
ニ
ア
世
代
が
子
ど
も
た
ち
へ
優
し

い
声
を
か
け
て
い
こ
う
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

◆
準
グ
ラ
ン
プ
リ

　
阿
部
廣
美
さ
ん 

（
焼
津
市
）

　

｢

笑
い
の
使
者｣

　
落
語
を
通
じ
て
社
会
の
役
に
立
ち

た
い
と
の
思
い
か
ら
、教
え
子
た
ち
と

地
域
で
落
語
会
を
実
践
し
、笑
い
で
ま

ち
を
明
る
く
し
よ
う
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
３
位

　
前
嶋
康
枝
さ
ん 

（
袋
井
市
）

　
｢

本
物
の
体
験
感
動
で
、未
来
に
羽

　ば
た
く
子
を―

子
ど
も
刮
目
舎―｣

　｢

子
ど
も
刮
目
舎｣

の
活
動
を
紹
介

し
、子
ど
も
た
ち
に
感
動
体
験
を
与
え

よ
う
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
さ
れ
ま

し
た
。（
萩
田
敏
子
さ
ん
代
理
発
表
）

入
賞
作
品
の
発
表
と
講
評

　
作
品
発
表
の
後
、入
賞
者
、大
会
実

行
委
員
及
び
大
学
生（
常
葉
大
学｢

若

者
発
”居
場
所
“あ
り
方
研
究
会｣

）が

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
実
施
し
ま
し
た
。

意
見
交
換

　
意
見
交
換
の
後
、

｢

子
ど
も
刮
目
舎｣

の
皆
さ
ん
が
活
動

発
表
を
行
い
ま
し

た
。 活

動
発
表

　
最
後
に
、健
康
長
寿
の
秘
訣
の
電
子

紙
芝
居
上
映
と
解
説
を
行
い
ま
し

た
。(

荒
木
弘
子
生
き
が
い
特
派
員)

電
子
紙
芝
居
の
上
映
と
解
説

※紙面の関係上、金賞、銀賞、銅賞の入賞者については、当財団ホームページをご覧ください。
　平成29年度の第21回美術展は、今回同様12～1月頃に開催予定です。ねんりんピック富山2018
　（平成30年11月開催予定）の本県代表の選考会を兼ねます。

第
１７
回

　静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿
祭

　
　
　
　
　熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
を
開
催
!

平
成
29
年
２
月
４
日（
土
）静
岡
市
の
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｅ
リ
ア
ン
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
七
間
町
に
お
い
て
、熟
年
世
代
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
と
世
代
間

の
交
流
を
目
的
と
し
て
、｢

す
こ
や
か
長
寿
祭
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、佐
古
伊
康
大
会
会
長（
し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団
理
事
長
）が
こ

の
大
会
を
契
機
に
、｢

健
康
長
寿
の
三
要
素
で
あ
る｢

運
動｣
、｢
食
生
活（
栄
養
）｣

、

｢

社
会
参
加｣

の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い｣

と
開
会
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、県
内
各
地
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
作
品
94
点
の
中
か
ら
、一
次・二
次
の
審
査

会
を
経
て
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
３
点
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

生
き
が
い
づ
く
り・健
康
づ
く
り・絆
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
!

開
会
式
・
入
賞
者
の
表
彰
式

受
賞
者

実
行
委
員

常
葉
大
学
生

子ども刮目舎の皆さん

※
敬
称
略
　
年
齢
は
平
成
28
年
12
月
２
日（
美
術
展
初
日
）現
在

【彫刻部門】
「集中」

増田侑司　80歳　静岡市駿河区

最
高
齢
者
賞（
男
女
各
１
点
）

【洋画部門】
「生物の世界」

増田初恵　68歳　静岡市葵区

【日本画部門】
「輝菜に精出す老女」

山崎恒彦　90歳　浜松市北区

【書部門】
「西行のうた」

松井里枝　90歳　沼津市

【写真部門】
「晴れの日」

林　博視　79歳　袋井市

財団理事長賞受賞の皆様
左から山崎恒彦さん、増田初恵さん、増田侑司さん、鈴木淳一さん、松井里枝さん、林博視さん

【工芸部門】
「早春の芽吹き」

鈴木淳一　83歳　磐田市

静岡新聞社・静岡放送賞
【洋画部門】

「仲間と集う午後」
吉田美夜子　75歳　浜松市東区

男性
【日本画部門】
「古里のめぐみ」

沼田好策　94歳　長泉町

女性
【工芸部門】
「虹のかなたへ」

堀内まつね　93歳　御殿場市
中日賞【工芸部門】「晩夏」
五島尚子　70歳　静岡市清水区

後
援
者
賞（
洋
画
・
工
芸
各
１
点
）

財
団
理
事
長
賞
（
各
部
門
１
点
）
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ヒ
ト
は
年
を
重
ね
る
と
、筋
肉
量
や
筋

力
が
徐
々
に
衰
え
て
い
き
ま
す
。20
歳
代

と
比
較
す
る
と
、70
歳
ま
で
に
筋
肉
量
は

25
〜
30
％
、筋
力
は
30
〜
40
％
減
少
し
、

特
に
50
歳
以
降
で
は
毎
年
1
〜
2
％
減
る

と
言
わ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
年
と
と
も
に

筋
肉
が
衰
え
る
現
象
は
、 

こ
れ
ま
で
は〝
足

腰
が
弱
る
〞な
ど
と
表
現
さ
れ
、年
を
と
れ

ば
自
然
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
て
病
気

で
は
な
い
、と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、筋
肉
が
衰
え
て
身
体
能
力
が
低
下
す

る
と
、そ
の
後
に
要
介
護
状
態
、施
設
入

所
や
死
亡
に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、現
在
で
は
筋
肉
が
衰
え
る

こ
と
は〝
病
気
の
一
つ
〞と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
現
象
は「
サ
ル
コ

ペニ
ア
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◆
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
は
何
？

　
サ
ル
コペニ
ア
と
は
、ギ
リ
シ
ャ
語
で「
肉
」

を
表
すsarco

と「
減
少
」を
意
味
す
る

penia
か
ら
な
る
造
語
で
す
。も
と
も
と

は
、年
齢
と
と
も
に
筋
肉
量
が
減
る
現
象

を
意
味
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
後
の
研
究

に
よ
り
、健
康
寿
命
に
は
筋
力
や
身
体
機

能
の
低
下
も
関
係
す
る
と
わ
か
り
、「
筋

肉
量
低
下
」、「
筋
力
低
下
」、「
身
体
機
能

低
下
」の
三
項
目
が
診
断
基
準
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。筋
肉
量
低
下
に
加
え
て
、筋
力

低
下
、身
体
機
能
低
下
の
い
ず
れ
か
、ま
た

は
両
者
を
認
め
れ
ば
、「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」と

診
断
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、筋
肉
量
は
簡
便
な
方
法
で
も
評

価
で
き
ま
す
。立
っ
た
状
態
で
ふ
く
ら
は

ぎ
の
最
大
周
囲
長
を
計
測
し
、男
性
で
は

34
cm
未
満
、女
性
で
は
33
cm
未
満
の
場
合
、

筋
肉
量
が
減
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、利
き
足
と
反
対
の
足
の
ふ
く
ら

は
ぎ
を
自
分
の
親
指
と
人
さ
し
指
で
作
っ

た
指
輪
っ
か
で
囲
み
、囲
め
な
い
場
合
を
標

準
に
す
る
と
、ち
ょ
う
ど
囲
め
る
場
合
は

サ
ル
コペニ
ア
の
リ
ス
ク
が
2.4
倍
、隙
間
が
あ

る
場
合
は
6.8
倍
高
く
な
り
ま
す
。

　
筋
力
は
握
力
で
、身
体
機
能
は
歩
行
速

度
で
評
価
し
ま
す
。握
力
は
、男
性
で
26
kg

健康はつらつゼミ 健康はつらつゼミ

す
こ
や
か
長
寿
に
は「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」へ
の

対
策
が
重
要
で
す　加

藤 

明
彦

　教
授

未
満
、女
性
で
18
kg
未
満
の
場
合
に「
筋

力
低
下
」と
判
断
さ
れ
ま
す
。歩
行
速

度
は
普
通
に
歩
く
ス
ピ
ー
ド
で
0.8
メ
ー
ト

ル
／
秒
が
基
準
で
す
。目
安
と
し
て
、横
断

歩
道
を
青
信
号
が
点
滅
す
る
前
に
渡
り

終
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、歩
行
速
度
は

1.0
メ
ー
ト
ル
／
秒
以
上
あ
り
ま
す
。

◆
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
頻
度

　
愛
知
県
大
府
市
に
あ
る
国
立
長
寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、地
域

在
住
の
比
較
的
健
常
な
高
齢
者
で
は
、

男
性
の
9.7
％（
約
1
3
2
万
人
）、女
性
の

7.5
％（
約
1
3
9
万
人
）、計
2
7
1
万
人

に
サ
ル
コペニ
ア
を
合
併
し
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、家
に
こ
も
り
が
ち
、慢
性
疾
患
の
合

併
、施
設
入
居
者
、入
院
患
者
の
高
齢
者

ま
で
含
め
れ
ば
、サ
ル
コペニ
ア
人
口
は
さ
ら

に
多
い
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

◆
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
へ
の
対
策

　
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
対
策
の
基
本
は
、運
動
と

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
す
。早
く
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
に
気
づ
い
て
対
応
す
れ
ば
、改
善
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（1） 

運
動

　
筋
肉
量
や
筋
力
を
高
め
て
活
動
的
な

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
最
も
有
効
で
す
。筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
目
標
は
、筋
肉
量
そ
の
も
の
を
増
や
す

こ
と
で
は
な
く
、自
立
し
た
日
常
生
活
を

過
ご
す
た
め
に
必
要
な
筋
力
を
維
持
向

上
さ
せ
る
こ
と
で
す
。特
に
、虚
弱
化
し
始

め
た（
フ
レ
イ
ル
）高
齢
者
で
は
、ヒ
ラ
メ
筋

（
ふ
く
ら
は
ぎ
裏
側
の
筋
肉
）を
鍛
え
、歩

行
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、つ
ま
先
立
ち
を
繰
り
返

す
方
法
が
有
効
で
す
。立
っ
て
い
る
こ
と
が

不
安
定
な
場
合
は
、安
定
し
た
も
の
を
つ

か
ん
で
行
い
ま
す
。で
き
る
だ
け
胸
を
張

り
、最
初
は
ゆ
っ
く
り
と
10
回
程
度
か
ら

始
め
、慣
れ
た
ら
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

て
回
数
を
増
や
し
ま
す
。30
回
連
続
が
目

標
と
な
り
ま
す
。運
動
は
、短
時
間
で
あ
っ

て
も
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、無

理
の
な
い
範
囲
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、継
続
す

る
こ
と
を
最
優
先
し
ま
す
。

（2）  

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　
高
齢
者
に
な
る
と
、野
菜
中
心
の
食
事

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。し
か
し
、筋

肉
が
作
ら
れ
る
た
め
に
は
、た
ん
ぱ
く
質
や

ビ
タ
ミ
ン
D
を
多
く
含
む
肉
類
や
魚
類
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
が
重
要
で
す
。食

事
で
し
か
摂
取
で
き
な
い
分
岐
鎖
ア
ミ
ノ

酸
は
、筋
肉
が
作
ら
れ
る
た
め
に
必
須
で

す
。分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
は
、鶏
の
胸
肉
、卵
、

乳
製
品
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。ま

た
、ビ
タ
ミ
ン
D
は
紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と

で
皮
膚
内
に
作
ら
れ
ま
す
。ビ
タ
ミ
ン
D
は

魚
類（
い
わ
し
、鮭
、し
ら
す
な
ど
）に
多
く

含
ま
れ
る
た
め
、日
照
量
の
少
な
い
冬
場

に
は
積
極
的
に
魚
類
を
食
べ
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
ま
す
。

　
運
動
の
効
果
を
最
大
限
高
め
る
た
め
に

は
、運
動
後
1
時
間
以
内
に
食
事
を
摂
る

と
良
い
た
め
、な
る
べ
く
食
事
と
運
動
の
間

隔
は
空
け
な
い
よ
う
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。
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ヒ
ト
は
年
を
重
ね
る
と
、筋
肉
量
や
筋

力
が
徐
々
に
衰
え
て
い
き
ま
す
。20
歳
代

と
比
較
す
る
と
、70
歳
ま
で
に
筋
肉
量
は

25
〜
30
％
、筋
力
は
30
〜
40
％
減
少
し
、

特
に
50
歳
以
降
で
は
毎
年
1
〜
2
％
減
る

と
言
わ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
年
と
と
も
に

筋
肉
が
衰
え
る
現
象
は
、 

こ
れ
ま
で
は〝
足

腰
が
弱
る
〞な
ど
と
表
現
さ
れ
、年
を
と
れ

ば
自
然
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
て
病
気

で
は
な
い
、と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、筋
肉
が
衰
え
て
身
体
能
力
が
低
下
す

る
と
、そ
の
後
に
要
介
護
状
態
、施
設
入

所
や
死
亡
に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、現
在
で
は
筋
肉
が
衰
え
る

こ
と
は〝
病
気
の
一
つ
〞と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
現
象
は「
サ
ル
コ

ペニ
ア
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◆
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
は
何
？

　
サ
ル
コペニ
ア
と
は
、ギ
リ
シ
ャ
語
で「
肉
」

を
表
すsarco

と「
減
少
」を
意
味
す
る

penia

か
ら
な
る
造
語
で
す
。も
と
も
と

は
、年
齢
と
と
も
に
筋
肉
量
が
減
る
現
象

を
意
味
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
後
の
研
究

に
よ
り
、健
康
寿
命
に
は
筋
力
や
身
体
機

能
の
低
下
も
関
係
す
る
と
わ
か
り
、「
筋

肉
量
低
下
」、「
筋
力
低
下
」、「
身
体
機
能

低
下
」の
三
項
目
が
診
断
基
準
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。筋
肉
量
低
下
に
加
え
て
、筋
力

低
下
、身
体
機
能
低
下
の
い
ず
れ
か
、ま
た

は
両
者
を
認
め
れ
ば
、「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」と

診
断
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、筋
肉
量
は
簡
便
な
方
法
で
も
評

価
で
き
ま
す
。立
っ
た
状
態
で
ふ
く
ら
は

ぎ
の
最
大
周
囲
長
を
計
測
し
、男
性
で
は

34
cm
未
満
、女
性
で
は
33
cm
未
満
の
場
合
、

筋
肉
量
が
減
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、利
き
足
と
反
対
の
足
の
ふ
く
ら

は
ぎ
を
自
分
の
親
指
と
人
さ
し
指
で
作
っ

た
指
輪
っ
か
で
囲
み
、囲
め
な
い
場
合
を
標

準
に
す
る
と
、ち
ょ
う
ど
囲
め
る
場
合
は

サ
ル
コペニ
ア
の
リ
ス
ク
が
2.4
倍
、隙
間
が
あ

る
場
合
は
6.8
倍
高
く
な
り
ま
す
。

　
筋
力
は
握
力
で
、身
体
機
能
は
歩
行
速

度
で
評
価
し
ま
す
。握
力
は
、男
性
で
26
kg

健康はつらつゼミ 健康はつらつゼミ

す
こ
や
か
長
寿
に
は「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」へ
の

対
策
が
重
要
で
す　加

藤 

明
彦

　教
授

未
満
、女
性
で
18
kg
未
満
の
場
合
に「
筋

力
低
下
」と
判
断
さ
れ
ま
す
。歩
行
速

度
は
普
通
に
歩
く
ス
ピ
ー
ド
で
0.8
メ
ー
ト

ル
／
秒
が
基
準
で
す
。目
安
と
し
て
、横
断

歩
道
を
青
信
号
が
点
滅
す
る
前
に
渡
り

終
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、歩
行
速
度
は

1.0
メ
ー
ト
ル
／
秒
以
上
あ
り
ま
す
。

◆
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
頻
度

　
愛
知
県
大
府
市
に
あ
る
国
立
長
寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、地
域

在
住
の
比
較
的
健
常
な
高
齢
者
で
は
、

男
性
の
9.7
％（
約
1
3
2
万
人
）、女
性
の

7.5
％（
約
1
3
9
万
人
）、計
2
7
1
万
人

に
サ
ル
コペニ
ア
を
合
併
し
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、家
に
こ
も
り
が
ち
、慢
性
疾
患
の
合

併
、施
設
入
居
者
、入
院
患
者
の
高
齢
者

ま
で
含
め
れ
ば
、サ
ル
コペニ
ア
人
口
は
さ
ら

に
多
い
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

◆
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
へ
の
対
策

　
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
対
策
の
基
本
は
、運
動
と

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
す
。早
く
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
に
気
づ
い
て
対
応
す
れ
ば
、改
善
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（1） 

運
動

　
筋
肉
量
や
筋
力
を
高
め
て
活
動
的
な

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
最
も
有
効
で
す
。筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
目
標
は
、筋
肉
量
そ
の
も
の
を
増
や
す

こ
と
で
は
な
く
、自
立
し
た
日
常
生
活
を

過
ご
す
た
め
に
必
要
な
筋
力
を
維
持
向

上
さ
せ
る
こ
と
で
す
。特
に
、虚
弱
化
し
始

め
た（
フ
レ
イ
ル
）高
齢
者
で
は
、ヒ
ラ
メ
筋

（
ふ
く
ら
は
ぎ
裏
側
の
筋
肉
）を
鍛
え
、歩

行
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、つ
ま
先
立
ち
を
繰
り
返

す
方
法
が
有
効
で
す
。立
っ
て
い
る
こ
と
が

不
安
定
な
場
合
は
、安
定
し
た
も
の
を
つ

か
ん
で
行
い
ま
す
。で
き
る
だ
け
胸
を
張

り
、最
初
は
ゆ
っ
く
り
と
10
回
程
度
か
ら

始
め
、慣
れ
た
ら
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

て
回
数
を
増
や
し
ま
す
。30
回
連
続
が
目

標
と
な
り
ま
す
。運
動
は
、短
時
間
で
あ
っ

て
も
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、無

理
の
な
い
範
囲
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、継
続
す

る
こ
と
を
最
優
先
し
ま
す
。

（2）  

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　
高
齢
者
に
な
る
と
、野
菜
中
心
の
食
事

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。し
か
し
、筋

肉
が
作
ら
れ
る
た
め
に
は
、た
ん
ぱ
く
質
や

ビ
タ
ミ
ン
D
を
多
く
含
む
肉
類
や
魚
類
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
が
重
要
で
す
。食

事
で
し
か
摂
取
で
き
な
い
分
岐
鎖
ア
ミ
ノ

酸
は
、筋
肉
が
作
ら
れ
る
た
め
に
必
須
で

す
。分
岐
鎖
ア
ミ
ノ
酸
は
、鶏
の
胸
肉
、卵
、

乳
製
品
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。ま

た
、ビ
タ
ミ
ン
D
は
紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と

で
皮
膚
内
に
作
ら
れ
ま
す
。ビ
タ
ミ
ン
D
は

魚
類（
い
わ
し
、鮭
、し
ら
す
な
ど
）に
多
く

含
ま
れ
る
た
め
、日
照
量
の
少
な
い
冬
場

に
は
積
極
的
に
魚
類
を
食
べ
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
ま
す
。

　
運
動
の
効
果
を
最
大
限
高
め
る
た
め
に

は
、運
動
後
1
時
間
以
内
に
食
事
を
摂
る

と
良
い
た
め
、な
る
べ
く
食
事
と
運
動
の
間

隔
は
空
け
な
い
よ
う
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。
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地
元
の
宝
、森
を
救
え
！

雇
用
創
出
と一石
二
鳥 

石
井

　静
夫
さ
ん

い
し
い
　
　
　 

　
し
ず
お

（
南
伊
豆
町
）

（
富
士
宮
市
）

　
天
竜
杉
で
名
高
い
静
岡
県
。

県
の
注
力
に
も
拘
わ
ら
ず
森
の

荒
廃
は
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
で
「
地
元
の
森

を
救
え
！
」
と
立
ち
上
が
っ
た

の
は
南
伊
豆
町
の
石
井
静
夫
さ

ん
で
す
。
石
井
さ
ん
は
四
十
五

歳
で
会
社
を
辞
め
地
元
に
戻

り
、
い
し
い
林
業
を
設
立
し
ま

し
た
。
現
在
は
正
社
員
十
一
名

で
す
。
石
井
さ
ん
に
そ
の
想
い

を
聞
き
ま
し
た
。

「
整
備
さ
れ
た
森
は
水
源
を
豊

か
に
し
、
土
砂
災
害
を
抑
え
、

人
の
心
を
癒
し
、
木
材
や
キ
ノ

コ
、
そ
し
て
燃
料
な
ど
の
価
値

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　
日
本
の
森
に
は
樹
齢
七
十
年

以
上
の
立
派
な
木
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
に
、
輸
入
木
材
に
押
さ

れ
日
本
の
林
業
は
衰
退
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
為
、
人
の

手
が
入
ら
な
い
南
伊
豆
の
森
も

荒
廃
し
、
死
の
森
の
一
歩
手
前

ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
や
県
の
対
策
も
現
場
に
人
が

入
ら
な
け
れ
ば
絵
に
描
い
た
餅

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
達
は
都
会
か
ら
若
い
人
を

迎
え
、
木
を
倒
し
、
運
び
出
す

と
い
う
過
酷
で
危
険
な
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
森
を
守

る
に
は
林
業
が
経
済
的
に
成
り

立
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

安
全
で
効
率
の
良
い
林
業
に
す

る
為
に
機
械
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
林
道
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
例
え
民

営
林
で
あ
っ
て
も
自
由
に
散
歩

が
出
来
る
様
に
す
れ
ば
行
政
が

支
援
す
る
こ
と
に
国
民
の
理
解

が
深
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
切
っ
た
木
は
使
っ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
元
の
木
を
使
っ
て
も
ら
え
れ

ば
富
が
域
外
に
流
出
す
る
こ
と

を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　
最
近
は
技
術
が
進
化
し
大
型

の
建
物
で
も
木
材
の
採
用
が
進

み
始
め
て
い
ま
す
。
県
産
の
木

材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
た

南
伊
豆
認
定
こ
ど
も
園
は
そ
の

美
し
い
姿
を
田
園
風
景
に
と
け

こ
ま
せ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は

他
国
に
は
類
の
な
い
豊
か
な

山
々
と
長
年
培
わ
れ
た
木
材
を

扱
う
知
恵
が
あ
り
ま
す
。
木-

材
が
重
要
な
輸
出
産
品
に
な
る

可
能
性
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
し

か
し
今
対
策
を
実
行
し
な
け
れ

ば
日
本
の
山
は
死
ん
で
し
ま
う

の
で
す
。
」

　
い
し
い
林
業
は
二
○
一
六
年

一
月
そ
の
取
り
組
み
を
評
価
さ

れ
、
県
か
ら
農
林
魚
業
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
長
唄
を
生
涯
の
友
と
し
て
い

る
米
山
由
美
恵
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。田
舎
の
学
校
を
卒
業

し
た
二
十
歳
の
時
、叔
母
の
い

る
富
士
宮
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

田
舎
者
で
、お
行
儀
も
で
き
て

お
ら
ず
、お
作
法
の
た
め
に
お

茶
、お
花
そ
し
て
長
唄
と
毎
日

の
よ
う
に
お
稽
古
通
い
さ
れ
ま

し
た
。

　
他
の
お
稽
古
事
は
次
々
と

挫
折
し
ま
し
た
が
、長
唄
だ
け

は
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
奥
が
深

く
、そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、東
京
飯
田
橋
の
杵

屋
の
お
家
元
で
の
お
稽
古
も
許

さ
れ
、七
十
の
歳
の
今
に
至
る

ま
で
五
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
に
お
家
元
よ
り

杵
屋
正
潮
恵
の
芸
名
を
賜
り
、

稽
古
場
を
許
さ
れ
ま
し
た
。お

弟
子
さ
ん
方
と
年
に
二
回
の
舞

台
演
奏
を
楽
し
み
に
稽
古
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
十
年
前
に
稽
古
中
に
く
も

膜
下
出
血
で
倒
れ
て
し
ま
い
、

お
弟
子
さ
ん
方
が
居
て
く
れ

た
お
か
げ
で
、早
い
処
置
が
で

き
命
を
助
け
ら
れ
た
の
で
、と

て
も
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
手
術
を
受
け
、三
か
月
で
退

院
で
き
ま
し
た
。す
ぐ
に
わ
が

頭
を
確
か
め
た
く
、三
味
線
に

触
れ
て
み
ま
し
た
。勧
進
帳
が

弾
け
た
。麻
痺
も
な
い
、頭
も

大
丈
夫
で
し
た
の
で
、と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。す

べ
て
に
感
謝
で
す
。特
に
旦
那

様
に
は
頼
り
に
な
る
大
切
な

存
在
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
謝

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
先
日
、歌
舞
伎
座
に
海
老
蔵

の
景
清
を
観
に
行
か
れ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、こ
れ
は
平
家
の

武
将
の
物
語
で
す
。海
老
蔵
は

御
父
上
の
団
十
郎
譲
り
の
迫

力
あ
る
舞
台
で
し
た
が
、米
山

さ
ん
は
脇
で
演
奏
し
て
い
る
長

唄
と
長
唄
三
味
線
の
お
囃
子

連
中
の
方
に
気
が
引
か
れ
て
い

ま
し
た
。

　
お
弟
子
さ
ん
の
中
に
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
交
換
留
学

生
で
来
日
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
生
の
ピ
エ
ー
ル
君
に
三
味
線

の
手
ほ
ど
き
を
し
ま
し
た
が
、

呑
み
込
み
が
早
く
、帰
国
の
時

に
余
っ
て
い
る
三
味
線
を
お
土

産
に
差
し
上
げ
た
と
の
こ
と
で

す
。

　
長
唄
は
江
戸
時
代
に
生
ま

れ
た
曲
が
多
く
、歴
史
を
感
じ

ま
す
。そ
し
て
杵
屋
の
認
状
の

一
節
に
礼
節
を
重
ん
じ
、努
力

精
進
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、こ

れ
か
ら
の
人
生
を
伝
統
芸
能

継
承
の
た
め
に
微
力
を
注
ご
う

と
誓
う
と
と
も
に
、い
つ
の
時

も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
過
ご
し
た
い
と
思
わ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

のどかな田園風景

南伊豆認定こども園内の様子

木材伐採もまた楽しい

長
唄
と
の
出
会
い 

米
山

　由
美
恵
さ
ん

よ
ね
や
ま
　
　
　 

　
ゆ
み
え

舞台演奏　長唄三味線囃子

（
富
士
・
富
士
宮
地
区
生
き
が
い
特
派
員

　原
義
廣
）

（
賀
茂
地
区
担
当
生
き
が
い
特
派
員

　福
居
通
彦
）お弟子さんのピエール君と共に
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地
元
の
宝
、森
を
救
え
！

雇
用
創
出
と一石
二
鳥 

石
井

　静
夫
さ
ん

い
し
い
　
　
　 

　
し
ず
お

（
南
伊
豆
町
）

（
富
士
宮
市
）

　
天
竜
杉
で
名
高
い
静
岡
県
。

県
の
注
力
に
も
拘
わ
ら
ず
森
の

荒
廃
は
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
で
「
地
元
の
森

を
救
え
！
」
と
立
ち
上
が
っ
た

の
は
南
伊
豆
町
の
石
井
静
夫
さ

ん
で
す
。
石
井
さ
ん
は
四
十
五

歳
で
会
社
を
辞
め
地
元
に
戻

り
、
い
し
い
林
業
を
設
立
し
ま

し
た
。
現
在
は
正
社
員
十
一
名

で
す
。
石
井
さ
ん
に
そ
の
想
い

を
聞
き
ま
し
た
。

「
整
備
さ
れ
た
森
は
水
源
を
豊

か
に
し
、
土
砂
災
害
を
抑
え
、

人
の
心
を
癒
し
、
木
材
や
キ
ノ

コ
、
そ
し
て
燃
料
な
ど
の
価
値

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　
日
本
の
森
に
は
樹
齢
七
十
年

以
上
の
立
派
な
木
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
に
、
輸
入
木
材
に
押
さ

れ
日
本
の
林
業
は
衰
退
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
為
、
人
の

手
が
入
ら
な
い
南
伊
豆
の
森
も

荒
廃
し
、
死
の
森
の
一
歩
手
前

ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
や
県
の
対
策
も
現
場
に
人
が

入
ら
な
け
れ
ば
絵
に
描
い
た
餅

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
達
は
都
会
か
ら
若
い
人
を

迎
え
、
木
を
倒
し
、
運
び
出
す

と
い
う
過
酷
で
危
険
な
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
森
を
守

る
に
は
林
業
が
経
済
的
に
成
り

立
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

安
全
で
効
率
の
良
い
林
業
に
す

る
為
に
機
械
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
林
道
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
例
え
民

営
林
で
あ
っ
て
も
自
由
に
散
歩

が
出
来
る
様
に
す
れ
ば
行
政
が

支
援
す
る
こ
と
に
国
民
の
理
解

が
深
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
切
っ
た
木
は
使
っ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
元
の
木
を
使
っ
て
も
ら
え
れ

ば
富
が
域
外
に
流
出
す
る
こ
と

を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　
最
近
は
技
術
が
進
化
し
大
型

の
建
物
で
も
木
材
の
採
用
が
進

み
始
め
て
い
ま
す
。
県
産
の
木

材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
た

南
伊
豆
認
定
こ
ど
も
園
は
そ
の

美
し
い
姿
を
田
園
風
景
に
と
け

こ
ま
せ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は

他
国
に
は
類
の
な
い
豊
か
な

山
々
と
長
年
培
わ
れ
た
木
材
を

扱
う
知
恵
が
あ
り
ま
す
。
木-

材
が
重
要
な
輸
出
産
品
に
な
る

可
能
性
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
し

か
し
今
対
策
を
実
行
し
な
け
れ

ば
日
本
の
山
は
死
ん
で
し
ま
う

の
で
す
。
」

　
い
し
い
林
業
は
二
○
一
六
年

一
月
そ
の
取
り
組
み
を
評
価
さ

れ
、
県
か
ら
農
林
魚
業
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
長
唄
を
生
涯
の
友
と
し
て
い

る
米
山
由
美
恵
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。田
舎
の
学
校
を
卒
業

し
た
二
十
歳
の
時
、叔
母
の
い

る
富
士
宮
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

田
舎
者
で
、お
行
儀
も
で
き
て

お
ら
ず
、お
作
法
の
た
め
に
お

茶
、お
花
そ
し
て
長
唄
と
毎
日

の
よ
う
に
お
稽
古
通
い
さ
れ
ま

し
た
。

　
他
の
お
稽
古
事
は
次
々
と

挫
折
し
ま
し
た
が
、長
唄
だ
け

は
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
奥
が
深

く
、そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、東
京
飯
田
橋
の
杵

屋
の
お
家
元
で
の
お
稽
古
も
許

さ
れ
、七
十
の
歳
の
今
に
至
る

ま
で
五
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
に
お
家
元
よ
り

杵
屋
正
潮
恵
の
芸
名
を
賜
り
、

稽
古
場
を
許
さ
れ
ま
し
た
。お

弟
子
さ
ん
方
と
年
に
二
回
の
舞

台
演
奏
を
楽
し
み
に
稽
古
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
十
年
前
に
稽
古
中
に
く
も

膜
下
出
血
で
倒
れ
て
し
ま
い
、

お
弟
子
さ
ん
方
が
居
て
く
れ

た
お
か
げ
で
、早
い
処
置
が
で

き
命
を
助
け
ら
れ
た
の
で
、と

て
も
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
手
術
を
受
け
、三
か
月
で
退

院
で
き
ま
し
た
。す
ぐ
に
わ
が

頭
を
確
か
め
た
く
、三
味
線
に

触
れ
て
み
ま
し
た
。勧
進
帳
が

弾
け
た
。麻
痺
も
な
い
、頭
も

大
丈
夫
で
し
た
の
で
、と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。す

べ
て
に
感
謝
で
す
。特
に
旦
那

様
に
は
頼
り
に
な
る
大
切
な

存
在
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
謝

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
先
日
、歌
舞
伎
座
に
海
老
蔵

の
景
清
を
観
に
行
か
れ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、こ
れ
は
平
家
の

武
将
の
物
語
で
す
。海
老
蔵
は

御
父
上
の
団
十
郎
譲
り
の
迫

力
あ
る
舞
台
で
し
た
が
、米
山

さ
ん
は
脇
で
演
奏
し
て
い
る
長

唄
と
長
唄
三
味
線
の
お
囃
子

連
中
の
方
に
気
が
引
か
れ
て
い

ま
し
た
。

　
お
弟
子
さ
ん
の
中
に
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
交
換
留
学

生
で
来
日
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
生
の
ピ
エ
ー
ル
君
に
三
味
線

の
手
ほ
ど
き
を
し
ま
し
た
が
、

呑
み
込
み
が
早
く
、帰
国
の
時

に
余
っ
て
い
る
三
味
線
を
お
土

産
に
差
し
上
げ
た
と
の
こ
と
で

す
。

　
長
唄
は
江
戸
時
代
に
生
ま

れ
た
曲
が
多
く
、歴
史
を
感
じ

ま
す
。そ
し
て
杵
屋
の
認
状
の

一
節
に
礼
節
を
重
ん
じ
、努
力

精
進
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、こ

れ
か
ら
の
人
生
を
伝
統
芸
能

継
承
の
た
め
に
微
力
を
注
ご
う

と
誓
う
と
と
も
に
、い
つ
の
時

も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
過
ご
し
た
い
と
思
わ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

のどかな田園風景

南伊豆認定こども園内の様子

木材伐採もまた楽しい

長
唄
と
の
出
会
い 

米
山

　由
美
恵
さ
ん

よ
ね
や
ま
　
　
　 

　
ゆ
み
え

舞台演奏　長唄三味線囃子

（
富
士
・
富
士
宮
地
区
生
き
が
い
特
派
員

　原
義
廣
）

（
賀
茂
地
区
担
当
生
き
が
い
特
派
員

　福
居
通
彦
）お弟子さんのピエール君と共に
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地
域
の
駅
を
守
り
た
い

山
﨑
　
智
行 

さ
ん

や
ま
ざ
き
　
　
　
の
り
ゆ
き（

掛
川
市
）

　
天
龍
浜
名
湖
鉄
道
、通
称
天

浜
線
の
原
谷
駅
は
、大
変
失
礼

で
は
あ
り
ま
す
が
、本
当
に
小

さ
な
駅
で
す
。で
も
昔
は
Ｓ
Ｌ

が
走
って
い
た
歴
史
あ
る
駅
な
の

で
す
。歴
史
あ
る
地
元
の
駅
が

無
人
駅
に
な
り
、駅
舎
が
汚
れ
、

さ
み
し
く
な
っ
て
い
く
の
を
な
ん

と
か
止
め
た
い
。「
誰
も
や
ら
な

い
な
ら
自
分
達
で
や
ろ
う
！
」と

立
ち
上
が
っ
た
の
が
原
谷
駅
を

と
り
ま
く
地
域
の
人
達
で
す
。

　
定
年
を
迎
え
た
人
を
中
心

に
駅
を
愛
す
る
と
い
う
意
味
で

そ
の
名
も
「
ポ
ッ
ポ
屋
原
谷

会
」。そ
の
代
表
の
山
崎
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
現
在
会
員
は
４
０
人
。

　
最
初
は
駅
構
内
の
清
掃
、周
り

の
草
取
り
や
花
壇
に
花
植
え
を

し
て
、き
れ
い
な
駅
に
。

　
無
人
駅
に
な
っ
て
か
ら
誰
も

使
わ
ず
物
置
状
態
だ
っ
た
駅
長

室
も
鉄
道
会
社
と
交
渉
の
上
、

皆
さ
ん
が
き
れ
い
に
し
て
集
会

場
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。テ
ー
ブ
ル
椅
子
、座
布

団
み
ん
な
も
ら
い
も
の
だ
そ
う

で
す
。折
り
紙
教
室
や
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
開
い
て
み
ん
な
が
集
ま
れ

る
場
所
に
し
ま
し
た
。冬
は
駅

舎
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
。子
供
の
遊
具
も
も
ら
い
受

け
、子
供
も
大
人
も
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
駅
を
目
指
し
ま
し

た
。花
壇
の
手
入
れ
も
、駅
の
掃

除
も
継
続
が
大
変
で
す
が
、無

理
を
し
な
い
で
や
れ
る
人
が
集

ま
っ
て
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

 

昨
年
か
ら
、掛
川
市
で
は
、ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
、

地
域
の
事
は
地
域
の
活
動
が
主

体
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。ポ
ッ

ポ
屋
は
一
足
早
く
そ
ん
な
活
動

を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、地

区
か
ら
予
算
提
供
す
る
の
で
、

街
づ
く
り
の
活
動
と
い
う
側
面

を
追
加
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼

を
受
け
ま
し
た
。予
算
が
付
い

た
こ
と
で
活
動
の
輪
を
さ
ら
に

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
は
施
設
慰

問
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
月
１

回
か
ら
毎
週
へ
と
活
動
は
増
え

て
い
ま
す
。
駅
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
も
大
き
く
す
る
計
画
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　
今
ま
で
の
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
結
果
で
あ
り
、視
察
も
多
く

な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
は
天
浜
線
の
ほ
か
の
駅
と

も
交
流
を
深
め
、「
天
浜
線
を

愛
す
る
会
」も
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ「
女
城

主
直
虎
」の
舞
台
は
天
浜
線
沿

い
。直
虎
仕
様
の
電
車
が
走
り
、

龍
潭
寺
な
ど
の
入
場
料
と
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
お
得
な「
１
デ
イ
パ

ス
」も
発
売
さ
れ
見
学
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。電
車
の
旅
も

い
い
も
の
、ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

駅の清掃活動

健康づくりのポイント

○
健
康
づ
く
り
に
は
ど
の
く
ら
い
歩
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
か
？

　
平
成
25
年
の
県
民
健
康
基
礎
調
査
の
結
果

で
は
、静
岡
県
民
の
1
日
の
歩
数
は
65
歳
以
上

の
男
性
で
6
、2
5
8
歩
、女
性
で
4
、8
3
9

歩
で
し
た
。

　
静
岡
県
の
健
康
増
進
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
で
は
、
平
成
34
年
度
ま
で
に
男
性
7
、

0
0
0
歩
、女
性
6
、0
0
0
歩
に
増
加
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、高
齢
者
の
場
合
は
個
人
差
が
あ
る
の

で
、歩
数
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
無
理
を
し

て
歩
く
の
は
逆
効
果
で
す
。

　
で
は
、健
康
づ
く
り
の
た
め
に
は
ど
の
く
ら
い

歩
く
の
が
適
当
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
群
馬
県
中
之
条
町
で
65
歳
以
上
の
住
民
を

対
象
に
15
年
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
調
査

の
結
果
で
は
１
日
8
、0
0
0
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
20
分
以
上
の
中
強
度
の
運
動
は
高
血
圧
・

糖
尿
病
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
最
初
は
8
、0
0
0
歩
程
度
を
目
標
に
し
、

慣
れ
て
き
た
ら
強
度
を
強
く
す
る
た
め
に
、歩

幅
を
少
し
広
げ
て
速
足
で
歩
い
た
り
、コ
ー
ス
の

途
中
に
坂
道
や
階
段
を
あ
え
て
入
れ
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

○
健
康
長
寿
の
３
要
素「
運
動
」「
食
生
活
」

「
社
会
参
加
」が
重
要
で
す
。

　
静
岡
県
が
開
発
し
た「
ふ
じ
33
プ
ロ
グ
ラ

ム
」は
、５
年
後
、10
年
後
の
な
り
た
い
自
分
を

目
指
し
て
３
人
一
組
で
、ま
ず
は
３
ヶ
月
間
、

「
運
動
」「
食
生
活
」「
社
会
参
加
」の
３
つ
の

分
野
で
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
て
い

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
平
成
26
年
度
に
は
、65

歳
以
上
を
対
象
と
し
た「
シ
ニ
ア
版
ふ
じ
33
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
開
発
し
、普
及
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
、県
健
康
増
進
課

（
電
話
：
0
5
4‐

2
2
1‐

2
7
7
9
）又
は

お
近
く
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
運
動
器
症
候

群
・
通
称
：
ロ
コ
モ
）と
は
、運
動
器
の
障
害
の

た
め
に
移
動
機
能
が
低
下
し
、介
護
が
必
要

と
な
る
危
険
性
の
高
い
状
態
の
こ
と
で
す
。

　
下
の
表
で
、１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
項
目
が

あ
っ
た
方
は
、ロ
コ
モ
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
ロ
コ
モ
は
ひ
ざ
や
腰
の
痛
み
を
ひ
き
お
こ
す

要
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
県
の
調
査
で
は
、70
歳
以
上
で
は
手
足
の
関

節
や
腰
の
痛
み
の
自
覚
症
状
が
あ
る
方
が
半

数
以
上
い
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
１
）

　
予
防
す
る
に
は
、「
筋
力
、柔
軟
性
、バ
ラ
ン

ス
感
覚
」を
高
め
る
運
動
が
効
果
的
で
す
。ま

ず
は
、自
分
の
体
力
を
知
り
、無
理
の
な
い
範

囲
で
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

静
岡
県 

健
康
増
進
課

（
小
笠・榛
南
地
区
生
き
が
い
特
派
員

　荒
木
弘
子
）

高
齢
者
の
運
動
を
考
え
る

天浜線　原谷駅

48.4

54.2

57.0

57.8

47.7

35.8

40.3

32.4

10

9.8

3.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳代

70歳代

60歳代

出展：平成27年度健康に関する県民意識調査報告書（静岡県）

（グラフ１）ひざや腰などの痛みを感じている人の割合 （表）ロコモティブシンドロームチェック

（ロコモパンフレット/ロコモチャレンジ！推進協議会より）

70歳代

あった なかった 無回答

手足の関節
の痛み

腰の痛み

１

２

３

４

５

６

７

片足立ちで靴下がはけない

家の中でつまずいたりすべったりする

階段を上がるのに手すりが必要である

家のやや重い仕事が困難である

２kg程度（１ℓ牛乳パック２本程度）の
買い物をして持ち帰るのが困難である

15分くらい続けてあるくことができない

横断歩道を青信号で渡りきれない
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地域密着情報　特派員だより③

地
域
の
駅
を
守
り
た
い

山
﨑
　
智
行 

さ
ん

や
ま
ざ
き
　
　
　
の
り
ゆ
き（

掛
川
市
）

　
天
龍
浜
名
湖
鉄
道
、通
称
天

浜
線
の
原
谷
駅
は
、大
変
失
礼

で
は
あ
り
ま
す
が
、本
当
に
小

さ
な
駅
で
す
。で
も
昔
は
Ｓ
Ｌ

が
走
って
い
た
歴
史
あ
る
駅
な
の

で
す
。歴
史
あ
る
地
元
の
駅
が

無
人
駅
に
な
り
、駅
舎
が
汚
れ
、

さ
み
し
く
な
っ
て
い
く
の
を
な
ん

と
か
止
め
た
い
。「
誰
も
や
ら
な

い
な
ら
自
分
達
で
や
ろ
う
！
」と

立
ち
上
が
っ
た
の
が
原
谷
駅
を

と
り
ま
く
地
域
の
人
達
で
す
。

　
定
年
を
迎
え
た
人
を
中
心

に
駅
を
愛
す
る
と
い
う
意
味
で

そ
の
名
も
「
ポ
ッ
ポ
屋
原
谷

会
」。そ
の
代
表
の
山
崎
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
現
在
会
員
は
４
０
人
。

　
最
初
は
駅
構
内
の
清
掃
、周
り

の
草
取
り
や
花
壇
に
花
植
え
を

し
て
、き
れ
い
な
駅
に
。

　
無
人
駅
に
な
っ
て
か
ら
誰
も

使
わ
ず
物
置
状
態
だ
っ
た
駅
長

室
も
鉄
道
会
社
と
交
渉
の
上
、

皆
さ
ん
が
き
れ
い
に
し
て
集
会

場
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。テ
ー
ブ
ル
椅
子
、座
布

団
み
ん
な
も
ら
い
も
の
だ
そ
う

で
す
。折
り
紙
教
室
や
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
開
い
て
み
ん
な
が
集
ま
れ

る
場
所
に
し
ま
し
た
。冬
は
駅

舎
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
。子
供
の
遊
具
も
も
ら
い
受

け
、子
供
も
大
人
も
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
駅
を
目
指
し
ま
し

た
。花
壇
の
手
入
れ
も
、駅
の
掃

除
も
継
続
が
大
変
で
す
が
、無

理
を
し
な
い
で
や
れ
る
人
が
集

ま
っ
て
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

 

昨
年
か
ら
、掛
川
市
で
は
、ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
、

地
域
の
事
は
地
域
の
活
動
が
主

体
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。ポ
ッ

ポ
屋
は
一
足
早
く
そ
ん
な
活
動

を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、地

区
か
ら
予
算
提
供
す
る
の
で
、

街
づ
く
り
の
活
動
と
い
う
側
面

を
追
加
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼

を
受
け
ま
し
た
。予
算
が
付
い

た
こ
と
で
活
動
の
輪
を
さ
ら
に

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
は
施
設
慰

問
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
月
１

回
か
ら
毎
週
へ
と
活
動
は
増
え

て
い
ま
す
。
駅
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
も
大
き
く
す
る
計
画
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　
今
ま
で
の
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
結
果
で
あ
り
、視
察
も
多
く

な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
は
天
浜
線
の
ほ
か
の
駅
と

も
交
流
を
深
め
、「
天
浜
線
を

愛
す
る
会
」も
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ「
女
城

主
直
虎
」の
舞
台
は
天
浜
線
沿

い
。直
虎
仕
様
の
電
車
が
走
り
、

龍
潭
寺
な
ど
の
入
場
料
と
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
お
得
な「
１
デ
イ
パ

ス
」も
発
売
さ
れ
見
学
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。電
車
の
旅
も

い
い
も
の
、ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

駅の清掃活動

健康づくりのポイント

○
健
康
づ
く
り
に
は
ど
の
く
ら
い
歩
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
か
？

　
平
成
25
年
の
県
民
健
康
基
礎
調
査
の
結
果

で
は
、静
岡
県
民
の
1
日
の
歩
数
は
65
歳
以
上

の
男
性
で
6
、2
5
8
歩
、女
性
で
4
、8
3
9

歩
で
し
た
。

　
静
岡
県
の
健
康
増
進
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
で
は
、
平
成
34
年
度
ま
で
に
男
性
7
、

0
0
0
歩
、女
性
6
、0
0
0
歩
に
増
加
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、高
齢
者
の
場
合
は
個
人
差
が
あ
る
の

で
、歩
数
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
無
理
を
し

て
歩
く
の
は
逆
効
果
で
す
。

　
で
は
、健
康
づ
く
り
の
た
め
に
は
ど
の
く
ら
い

歩
く
の
が
適
当
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
群
馬
県
中
之
条
町
で
65
歳
以
上
の
住
民
を

対
象
に
15
年
以
上
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
調
査

の
結
果
で
は
１
日
8
、0
0
0
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
20
分
以
上
の
中
強
度
の
運
動
は
高
血
圧
・

糖
尿
病
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
最
初
は
8
、0
0
0
歩
程
度
を
目
標
に
し
、

慣
れ
て
き
た
ら
強
度
を
強
く
す
る
た
め
に
、歩

幅
を
少
し
広
げ
て
速
足
で
歩
い
た
り
、コ
ー
ス
の

途
中
に
坂
道
や
階
段
を
あ
え
て
入
れ
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

○
健
康
長
寿
の
３
要
素「
運
動
」「
食
生
活
」

「
社
会
参
加
」が
重
要
で
す
。

　
静
岡
県
が
開
発
し
た「
ふ
じ
33
プ
ロ
グ
ラ

ム
」は
、５
年
後
、10
年
後
の
な
り
た
い
自
分
を

目
指
し
て
３
人
一
組
で
、ま
ず
は
３
ヶ
月
間
、

「
運
動
」「
食
生
活
」「
社
会
参
加
」の
３
つ
の

分
野
で
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
て
い

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
平
成
26
年
度
に
は
、65

歳
以
上
を
対
象
と
し
た「
シ
ニ
ア
版
ふ
じ
33
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
開
発
し
、普
及
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
、県
健
康
増
進
課

（
電
話
：
0
5
4‐

2
2
1‐

2
7
7
9
）又
は

お
近
く
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
運
動
器
症
候

群
・
通
称
：
ロ
コ
モ
）と
は
、運
動
器
の
障
害
の

た
め
に
移
動
機
能
が
低
下
し
、介
護
が
必
要

と
な
る
危
険
性
の
高
い
状
態
の
こ
と
で
す
。

　
下
の
表
で
、１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
項
目
が

あ
っ
た
方
は
、ロ
コ
モ
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
ロ
コ
モ
は
ひ
ざ
や
腰
の
痛
み
を
ひ
き
お
こ
す

要
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
県
の
調
査
で
は
、70
歳
以
上
で
は
手
足
の
関

節
や
腰
の
痛
み
の
自
覚
症
状
が
あ
る
方
が
半

数
以
上
い
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
１
）

　
予
防
す
る
に
は
、「
筋
力
、柔
軟
性
、バ
ラ
ン

ス
感
覚
」を
高
め
る
運
動
が
効
果
的
で
す
。ま

ず
は
、自
分
の
体
力
を
知
り
、無
理
の
な
い
範

囲
で
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

静
岡
県 

健
康
増
進
課

（
小
笠・榛
南
地
区
生
き
が
い
特
派
員

　荒
木
弘
子
）

高
齢
者
の
運
動
を
考
え
る

天浜線　原谷駅

48.4

54.2

57.0

57.8

47.7

35.8

40.3

32.4

10

9.8

3.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳代

70歳代

60歳代

出展：平成27年度健康に関する県民意識調査報告書（静岡県）

（グラフ１）ひざや腰などの痛みを感じている人の割合 （表）ロコモティブシンドロームチェック

（ロコモパンフレット/ロコモチャレンジ！推進協議会より）

70歳代

あった なかった 無回答

手足の関節
の痛み

腰の痛み

１

２

３

４

５

６

７

片足立ちで靴下がはけない

家の中でつまずいたりすべったりする

階段を上がるのに手すりが必要である

家のやや重い仕事が困難である

２kg程度（１ℓ牛乳パック２本程度）の
買い物をして持ち帰るのが困難である

15分くらい続けてあるくことができない

横断歩道を青信号で渡りきれない



「運動」の様子（熱海市） 「栄養」講義の様子（小山町）

健康長寿のチラシ ウォーキングマップ 「社会参加」活動の様子（沼津市）
教 室 の 様 子

健康長寿の三要素（運動・栄養・社会参加）
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静
岡
県
で
は
、「
運
動
」「
栄
養
」

「
社
会
参
加
」の
３
分
野
に
着
目
し
、

健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、静
岡
県
の
高
齢
者
１
４
０
０
１
人

を
９
年
間
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
研
究

に
よ
り
、運
動
と
栄
養
に
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
に
加
え
、社
会
参
加
を
す
る

人
は
長
生
き
で
あ
る
傾
向
が
見
ら
れ

た
か
ら
で
す
。

　
静
岡
県
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
指
し
た
新
事
業
と
し
て
、し
ず
お
か

健
康
長
寿
財
団
・
静
岡
県
・
東
海
大
学

が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
健
康
教
室

で
す
。

　
健
康
長
寿
の
３
要
素
で
あ
る「
運

動
」「
栄
養
」「
社
会
参
加
」を
取
り
入

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
県
内
の
市
町
や
地

域
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
、

科
学
的
に
効
果
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２８
年
度
は
、熱
海
市
、沼
津
市
、

小
山
町
、下
田
市
の
４
市
町
に
お
い
て

教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
教
室
は
、約
３
ヶ
月
間
、週
１
回
ず

つ
行
い
ま
し
た
。ま
た
、教
室
の
前
後
に

は
、健
康
度
測
定（
体
力
測
定
、体
組

成
測
定
、食
塩
摂
取
状
況
調
査
な
ど
）

を
行
い
、教
室
の
効
果
を
検
証
し
ま
し

た
。

　
教
室
で
は
、健
康
運
動
指
導
士
、管

理
栄
養
士
な
ど
の
専
門
職
員
に
よ
る
、

腰
痛
予
防
な
ど
の
体
操
や
減
塩
を
主

な
テ
ー
マ
と
し
た
栄
養
指
導
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、社
会
参
加
活

動
と
し
て
は
、グ
ル
ー
プ
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
の
作
成
や
健
康
長
寿
の
チ
ラ

シ
の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

教
室
の
内
容

長
寿
力
向
上
教
室
と
は
？

長
寿
力
向
上
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　
教
室
の
前
後
に
行
っ
た
健
康
度
測

定
か
ら
、歩
行
能
力
の
向
上
、食
塩
摂

取
状
況
の
改
善
、社
会
参
加
の
機
会
の

増
加
な
ど
の
効
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
が
熱
心
に
健
康
長
寿
の
３
要

素
の
実
践
に
取
り
組
み
、良
い
習
慣
が

身
に
付
い
た
成
果
が
表
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、県
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
寿

命
延
伸
に
向
け
て
、健
康
長
寿
の
３
要

素
の
実
践
教
室
を
県
内
各
地
で
広
げ

て
い
く
予
定
で
す
。

教
室
の
成
果

参
加
者
の
コ
メ
ン
ト 

（
９
月
〜
12
月
実
施
　
下
田
教
室
）

　
運
動
や
減
塩
、ダ
イ
エッ
ト
、人
を
や

る
気
に
さ
せ
る
の
は
と
て
も
大
変
で

す
。そ
れ
が
保
健
師
の
仕
事
の一つ
で
も

あ
る
の
で
す
が
、今
回
は
参
加
者
同
士

の
グ
ル
ー
プ
の
力
が
良
い
方
向
に
作
用

し
て
と
て
も
良
い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
、

み
な
さ
ん
か
ら
、や
る
気
、元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。

（
下
田
市
役
所
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
保
健
師
澤
田
秀
子
さ
ん
）

市
町
担
当
者
か
ら
の
言
葉

　
身
体
に
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を

抱
え
て
い
る
人
ば
か
り
な
の
で

全
員
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、皆
が
水
曜
日
の
来
る
の

を
楽
し
み
に
し
、誰
一
人
や
め

る
こ
と
な
く
終
わ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。こ
れ
は
、参
加
者

の
体
調
に
合
っ
た
指
導
を
し
て

い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
、学
ん
で
き
た
こ
と
を

い
か
し
健
康
長
寿
日
本
一
を
目

指
し
て
、努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

里見 皓子さん
（下田市在住・76歳）

さとみ　　 ひろこ

　
教
室
が
あ
る
と
き
い
て
、も
う

年
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
思

い
、息
子
に
相
談
。ぜ
ひ
、参
加
し

た
ほ
う
が
い
い
と
言
わ
れ
た
の
と
、

自
分
も
足
腰
が
弱
っ
て
転
ん
だ
ら

大
変
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

み
ん
な
と一
緒
に
で
き
な
い
運
動
も

あ
っ
た
け
ど
、み
ん
な
と
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
他
の
人
の
様
子
も
わ

か
り
、自
分
も
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

は
毎
日
、夕
方
歩
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
冬
は
厚
着
し
て
い
た
の

が
今
年
は一枚
少
な
く
な
り
、風
邪

も
ひ
か
な
く
な
り
ま
し
た
。運
動

の
や
り
方
の
絵
カ
ー
ド
は
と
て
も

役
立
っ
て
、そ
ば
に
お
い
て
毎
日
運

動
し
て
い
ま
す
。

最高齢参加

里見 昌子さん
（下田市在住・87歳）

さとみ　　 まさこ



「運動」の様子（熱海市） 「栄養」講義の様子（小山町）

健康長寿のチラシ ウォーキングマップ 「社会参加」活動の様子（沼津市）
教 室 の 様 子

健康長寿の三要素（運動・栄養・社会参加）
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静
岡
県
で
は
、「
運
動
」「
栄
養
」

「
社
会
参
加
」の
３
分
野
に
着
目
し
、

健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、静
岡
県
の
高
齢
者
１
４
０
０
１
人

を
９
年
間
に
わ
た
っ
て
調
査
し
た
研
究

に
よ
り
、運
動
と
栄
養
に
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
に
加
え
、社
会
参
加
を
す
る

人
は
長
生
き
で
あ
る
傾
向
が
見
ら
れ

た
か
ら
で
す
。

　
静
岡
県
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
指
し
た
新
事
業
と
し
て
、し
ず
お
か

健
康
長
寿
財
団
・
静
岡
県
・
東
海
大
学

が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
健
康
教
室

で
す
。

　
健
康
長
寿
の
３
要
素
で
あ
る「
運

動
」「
栄
養
」「
社
会
参
加
」を
取
り
入

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
県
内
の
市
町
や
地

域
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
、

科
学
的
に
効
果
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２８
年
度
は
、熱
海
市
、沼
津
市
、

小
山
町
、下
田
市
の
４
市
町
に
お
い
て

教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
教
室
は
、約
３
ヶ
月
間
、週
１
回
ず

つ
行
い
ま
し
た
。ま
た
、教
室
の
前
後
に

は
、健
康
度
測
定（
体
力
測
定
、体
組

成
測
定
、食
塩
摂
取
状
況
調
査
な
ど
）

を
行
い
、教
室
の
効
果
を
検
証
し
ま
し

た
。

　
教
室
で
は
、健
康
運
動
指
導
士
、管

理
栄
養
士
な
ど
の
専
門
職
員
に
よ
る
、

腰
痛
予
防
な
ど
の
体
操
や
減
塩
を
主

な
テ
ー
マ
と
し
た
栄
養
指
導
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、社
会
参
加
活

動
と
し
て
は
、グ
ル
ー
プ
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
の
作
成
や
健
康
長
寿
の
チ
ラ

シ
の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

教
室
の
内
容

長
寿
力
向
上
教
室
と
は
？

長
寿
力
向
上
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

　
教
室
の
前
後
に
行
っ
た
健
康
度
測

定
か
ら
、歩
行
能
力
の
向
上
、食
塩
摂

取
状
況
の
改
善
、社
会
参
加
の
機
会
の

増
加
な
ど
の
効
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
が
熱
心
に
健
康
長
寿
の
３
要

素
の
実
践
に
取
り
組
み
、良
い
習
慣
が

身
に
付
い
た
成
果
が
表
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、県
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
寿

命
延
伸
に
向
け
て
、健
康
長
寿
の
３
要

素
の
実
践
教
室
を
県
内
各
地
で
広
げ

て
い
く
予
定
で
す
。

教
室
の
成
果

参
加
者
の
コ
メ
ン
ト 

（
９
月
〜
12
月
実
施
　
下
田
教
室
）

　
運
動
や
減
塩
、ダ
イ
エッ
ト
、人
を
や

る
気
に
さ
せ
る
の
は
と
て
も
大
変
で

す
。そ
れ
が
保
健
師
の
仕
事
の一つ
で
も

あ
る
の
で
す
が
、今
回
は
参
加
者
同
士

の
グ
ル
ー
プ
の
力
が
良
い
方
向
に
作
用

し
て
と
て
も
良
い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
、

み
な
さ
ん
か
ら
、や
る
気
、元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。

（
下
田
市
役
所
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
保
健
師
澤
田
秀
子
さ
ん
）

市
町
担
当
者
か
ら
の
言
葉

　
身
体
に
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を

抱
え
て
い
る
人
ば
か
り
な
の
で

全
員
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、皆
が
水
曜
日
の
来
る
の

を
楽
し
み
に
し
、誰
一
人
や
め

る
こ
と
な
く
終
わ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。こ
れ
は
、参
加
者

の
体
調
に
合
っ
た
指
導
を
し
て

い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
、学
ん
で
き
た
こ
と
を

い
か
し
健
康
長
寿
日
本
一
を
目

指
し
て
、努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

里見 皓子さん
（下田市在住・76歳）

さとみ　　 ひろこ

　
教
室
が
あ
る
と
き
い
て
、も
う

年
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
思

い
、息
子
に
相
談
。ぜ
ひ
、参
加
し

た
ほ
う
が
い
い
と
言
わ
れ
た
の
と
、

自
分
も
足
腰
が
弱
っ
て
転
ん
だ
ら

大
変
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

み
ん
な
と一
緒
に
で
き
な
い
運
動
も

あ
っ
た
け
ど
、み
ん
な
と
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
で
他
の
人
の
様
子
も
わ

か
り
、自
分
も
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

は
毎
日
、夕
方
歩
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
冬
は
厚
着
し
て
い
た
の

が
今
年
は一枚
少
な
く
な
り
、風
邪

も
ひ
か
な
く
な
り
ま
し
た
。運
動

の
や
り
方
の
絵
カ
ー
ド
は
と
て
も

役
立
っ
て
、そ
ば
に
お
い
て
毎
日
運

動
し
て
い
ま
す
。

最高齢参加

里見 昌子さん
（下田市在住・87歳）

さとみ　　 まさこ



　
国
立
劇
場
開
場
50
周
年
と
い
う

こ
と
で
、討
入
り
事
件
が
起
き
た

12
月
に
上
演
の「
忠
臣
蔵
」を
今
回

特
別
に
観
劇
。松
本
幸
四
郎
の
本

蔵
、中
村
梅
玉
の
由
良
之
助
ほ
か

興
味
深
い
配
役
で
、会
員
さ
ん
か
ら

は
、「
八
段
目
、九
段
目
が
、特
に
親

子
の
情
に
感
じ
入
り
ま
し
た
。」の

声
が
届
き
ま
し
た
。
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財団会員事業レポート 財団会員事業レポート

県
立
美
術
館
芸
術
鑑
賞
と

県
立
大
学
薬
学
講
座

12
月
8
日

　
恒
例
、す
こ
や
か
長
寿
祭
美
術
展

と
併
せ
て
の
健
康
講
座
。今
回
は
県

立
大
学
特
任
教
授・大
学
院
薬
食
研

究
推
進
セ
ン
タ
ー
長
の
山
田
静
雄
氏

に
よ
る
、「
健
康
で
楽
し
く
生
き
る
た

め
の
薬
学
講
座
」
。
山
田
氏
は
、

「
N
P
O
法
人
　
く
す
り・た
べ
も

の・か
ら
だ
の
協
議
会
」理
事
長
で
も

あ
り
、薬
と
食
の
良
い
と
こ
ろ
を
理

解
し
て
上
手
に
使
う
方
法
な
ど
、日

常
生
活
で
の
私
た
ち
の
何
気
無
い
行

動
を
、笑
い
を
交
え
て
お
話
さ
れ
、参

加
者
は
終
始
、先
生
の
お
話
に
夢
中

に
な
って
い
ま
し
た
。

国
立
劇
場
開
場
50
周
年

記
念
歌
舞
伎
公
演

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

12
月
6
日
、9
日

　
目
の
仏
様
と
し
て
有
名
な
油
山

寺
。住
職
の
ユ
ニ
ー
ク
な
説
法
を
聞

い
た
あ
と
は
、宝
生
殿
ご
利
益
め
ぐ

り
、そ
し
て
霊
気
漂
う
参
道
を
抜

け
、薬
師
本
堂
ま
で
多
く
の
会
員

さ
ん
が
頑
張
って
登
り
ま
し
た
。

　
禅
の
寺
、花
の
寺
、そ
し
て
味
の

寺
で
も
あ
る
可
睡
齋
で
は
、精
進

料
理
が
好
評
。瑞
龍
閣（
総
ヒ
ノ
キ

造
り
）の
襖
絵
、額
絵
、1
2
4
0

体
の
雛
飾
り
も
圧
巻
で
し
た
。修

行
僧
に
よ
る
寺
内
案
内
も
新
鮮
さ

を
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
久
野
城
址
で
は
、地
元
保
存
会

会
長
山
田
様
は
じ
め
メ
ン
バ
ー
の
親

切
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、記
念
バッ

チ
、手
編
み
の
わ
ら
じ
な
ど
も
い
た

だ
い
た
り
、「
お・
も・て・な・し
」を

感
じ
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
今
年
は
、紅
葉
が
い
ま
ひ
と
つ
で

し
た
が
、穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま

れ
、「
た
ま
に
は
古
寺
巡
り
も
い
い

ね
え
〜
」と
言
う
声
も
聞
か
れ
、皆

様
、ゆ
っ
た
り
と
し
た一日
を
過
ご
せ

た
よ
う
で
し
た
。

紅
葉
に
染
ま
る
遠
州
の
寺

　
　〜
油
山
寺
・
可
睡
齋
・
そ
し
て
久
野
城
址
〜

11
月
25
日

ワクワク気分で入場です　撮影：森嶋勝美さん

額絵・襖絵・雛飾りにビックリ！

　
12
月
に
続
く
国
立
劇
場
。初
春

は
、尾
上
菊
五
郎
、菊
之
助
親
子
の

登
場
。変
幻
自
在
の
若
菜
姫
の
客

席
の
上
を
斜
め
に
飛
ぶ「
筋
交
い
」

の
宙
乗
り
や
屋
体
崩
し
、尾
上
松

録
の
化
猫
退
治
の
大
立
廻
り
な

ど
、見
ど
こ
ろ
満
載
で
し
た
。手
拭

い
も
ゲ
ッ
ト
。皆
さ
ん
今
年
も
良
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

国
立
劇
場
開
場
50
周
年

記
念
初
春
歌
舞
伎
公
演

「
し
ら
ぬ
い
譚（
も
の
が
た
り
）」

1
月
6
日
、16
日

　「
リ
ト
ルマ
ー
メ
イ
ド
」（
四
季
劇
場

夏
）、「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」（
四
季
劇

場
春
）、に
続
く
第
３
弾
、四
季
劇
場

海
で
の「
ア
ラ
ジ
ン
」公
演
。ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
超
大
作
と
あ
って
、豪
華
絢
爛
な

色
彩
、ア
ラ
ブ
の
幾
何
学
デ
ザ
イ
ン
は

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
。ア
ラ
ジ
ン
と

ジ
ャ
ス
ミ
ン
を
乗
せ
た「
魔
法
の
絨

毯
」が
ま
さ
に
魔
法
の
よ
う
に
縦
横

無
尽
に
飛
び
回
る
姿
に
、皆
さ
ん
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。

劇
団
四
季

電
通
四
季
劇
場
海「
ア
ラ
ジ
ン
」

2
月
3
日
、9
日

華やかな初春歌舞伎公演

アラジン公演の土産は何にしようかな？

　
京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー
の
内
山
貴

美
子
氏
に
よ
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
講
座
に
55
名
の
会
員
が
参
加
。

う
ち
80
歳
代
が
16
名
も
参
加
さ
れ

終
活
へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま

し
た
。ノ
ー
ト
の
記
入
方
法
の
み
な

ら
ず
、「
な
ぜ
書
く
必
要
が
あ
る
の

か
」を
、事
例
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
説
明
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
、大
変
面
白
く
参
考
に

な
り
ま
し
た
。（
柴
田
ス
タ
ッ
フ
）

　
豊
岡
梅
園
で
は
、青
空
の
下
、紅

白
に
咲
き
競
う
梅
林
の
中
を
、ゆ
っ

た
り
と
歩
き
ま
し
た
。

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」た
め
の

講
座
と
遠
州
花
便
り
〜
豊
岡
梅
園

73
号
掲
載
の
火
雷
の

名
前
の
由
来
に
つ
い
て

2
月
24
日

　
昨
年
10
月
に
開
催
し
た
、函
南

町
め
ぐ
り
の
な
か
で
、「
火
雷
神
社
」

の
火
雷
と
い
う
名
前
の
由
来
は
何

か
？
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。当

日
の
ガ
イ
ド
役
、運
営
ス
タ
ッ
フ
の
新

井
さ
ん
に
調
べ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、

報
告
し
ま
す
。

　
明
治
6
年
9
月
の
神
仏
分
離
の

時
に「
火
雷
神
社
」と
な
り
ま
し

た
。こ
の
社
は
も
と「
雷
電
権
現
」

と
云
わ
れ
て
い
た
の
で
、そ
の
ま
ま

「
雷
電
神
社
」に
な
る
の
が
普
通
で

す
が
、こ
の
田
代
地
区
に
粋
な
人
が

居
て
、「
同
じ
火
の
神
様
な
ら
雷
電

神
社
と
い
う
名
前
は
方
々
に
あ
る
。

こ
の
田
代
は
火
雷
神
社
に
し
よ

う
。」と
い
う
こ
と
で
、決
ま
っ
た
そ

う
で
す
。

紅葉の中静かな久野城址を登る



　
国
立
劇
場
開
場
50
周
年
と
い
う

こ
と
で
、討
入
り
事
件
が
起
き
た

12
月
に
上
演
の「
忠
臣
蔵
」を
今
回

特
別
に
観
劇
。松
本
幸
四
郎
の
本

蔵
、中
村
梅
玉
の
由
良
之
助
ほ
か

興
味
深
い
配
役
で
、会
員
さ
ん
か
ら

は
、「
八
段
目
、九
段
目
が
、特
に
親

子
の
情
に
感
じ
入
り
ま
し
た
。」の

声
が
届
き
ま
し
た
。
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県
立
美
術
館
芸
術
鑑
賞
と

県
立
大
学
薬
学
講
座

12
月
8
日

　
恒
例
、す
こ
や
か
長
寿
祭
美
術
展

と
併
せ
て
の
健
康
講
座
。今
回
は
県

立
大
学
特
任
教
授・大
学
院
薬
食
研

究
推
進
セ
ン
タ
ー
長
の
山
田
静
雄
氏

に
よ
る
、「
健
康
で
楽
し
く
生
き
る
た

め
の
薬
学
講
座
」
。
山
田
氏
は
、

「
N
P
O
法
人
　
く
す
り・た
べ
も

の・か
ら
だ
の
協
議
会
」理
事
長
で
も

あ
り
、薬
と
食
の
良
い
と
こ
ろ
を
理

解
し
て
上
手
に
使
う
方
法
な
ど
、日

常
生
活
で
の
私
た
ち
の
何
気
無
い
行

動
を
、笑
い
を
交
え
て
お
話
さ
れ
、参

加
者
は
終
始
、先
生
の
お
話
に
夢
中

に
な
って
い
ま
し
た
。

国
立
劇
場
開
場
50
周
年

記
念
歌
舞
伎
公
演

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

12
月
6
日
、9
日

　
目
の
仏
様
と
し
て
有
名
な
油
山

寺
。住
職
の
ユ
ニ
ー
ク
な
説
法
を
聞

い
た
あ
と
は
、宝
生
殿
ご
利
益
め
ぐ

り
、そ
し
て
霊
気
漂
う
参
道
を
抜

け
、薬
師
本
堂
ま
で
多
く
の
会
員

さ
ん
が
頑
張
って
登
り
ま
し
た
。

　
禅
の
寺
、花
の
寺
、そ
し
て
味
の

寺
で
も
あ
る
可
睡
齋
で
は
、精
進

料
理
が
好
評
。瑞
龍
閣（
総
ヒ
ノ
キ

造
り
）の
襖
絵
、額
絵
、1
2
4
0

体
の
雛
飾
り
も
圧
巻
で
し
た
。修

行
僧
に
よ
る
寺
内
案
内
も
新
鮮
さ

を
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
久
野
城
址
で
は
、地
元
保
存
会

会
長
山
田
様
は
じ
め
メ
ン
バ
ー
の
親

切
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、記
念
バッ

チ
、手
編
み
の
わ
ら
じ
な
ど
も
い
た

だ
い
た
り
、「
お・
も・て・な・し
」を

感
じ
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
今
年
は
、紅
葉
が
い
ま
ひ
と
つ
で

し
た
が
、穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま

れ
、「
た
ま
に
は
古
寺
巡
り
も
い
い

ね
え
〜
」と
言
う
声
も
聞
か
れ
、皆

様
、ゆ
っ
た
り
と
し
た一日
を
過
ご
せ

た
よ
う
で
し
た
。

紅
葉
に
染
ま
る
遠
州
の
寺

　
　〜
油
山
寺
・
可
睡
齋
・
そ
し
て
久
野
城
址
〜

11
月
25
日

ワクワク気分で入場です　撮影：森嶋勝美さん

額絵・襖絵・雛飾りにビックリ！

　
12
月
に
続
く
国
立
劇
場
。初
春

は
、尾
上
菊
五
郎
、菊
之
助
親
子
の

登
場
。変
幻
自
在
の
若
菜
姫
の
客

席
の
上
を
斜
め
に
飛
ぶ「
筋
交
い
」

の
宙
乗
り
や
屋
体
崩
し
、尾
上
松

録
の
化
猫
退
治
の
大
立
廻
り
な

ど
、見
ど
こ
ろ
満
載
で
し
た
。手
拭

い
も
ゲ
ッ
ト
。皆
さ
ん
今
年
も
良
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

国
立
劇
場
開
場
50
周
年

記
念
初
春
歌
舞
伎
公
演

「
し
ら
ぬ
い
譚（
も
の
が
た
り
）」

1
月
6
日
、16
日
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リ
ト
ルマ
ー
メ
イ
ド
」（
四
季
劇
場

夏
）、「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」（
四
季
劇

場
春
）、に
続
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第
３
弾
、四
季
劇
場

海
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ア
ラ
ジ
ン
」公
演
。ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
超
大
作
と
あ
って
、豪
華
絢
爛
な

色
彩
、ア
ラ
ブ
の
幾
何
学
デ
ザ
イ
ン
は

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
。ア
ラ
ジ
ン
と

ジ
ャ
ス
ミ
ン
を
乗
せ
た「
魔
法
の
絨

毯
」が
ま
さ
に
魔
法
の
よ
う
に
縦
横

無
尽
に
飛
び
回
る
姿
に
、皆
さ
ん
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。

劇
団
四
季

電
通
四
季
劇
場
海「
ア
ラ
ジ
ン
」
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日
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は
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わ
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の
で
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が
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通
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が
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の
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代
地
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が
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て
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同
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な
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は
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。
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で
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「第28回すこやか長寿祭スポーツ・文化交流大会」を開催します

≪大 会 期 間≫平成29年４月１日（土） ～ ６月４日（日）
≪総合開会式≫平成29年４月22日（土）　草薙総合運動場 体育館　9：30～10：30
≪参 加 資 格≫昭和３3年４月１日以前生まれの県内在住者

※詳細は財団にお問合せください（種目により受付終了の場合があります）

私たちは、広告のプロフェッショナル集団です

ま ず は お 話 を き か せ て く だ さ い 。

本　　社　〒430-0856　静岡県浜松市中区中島3-17-25 TEL.053（461）5581㈹　FAX.053（461）5675
静岡支社　〒422-8037　静岡県静岡市駿河区下島114 蔵敷ビル TEL.054（238）5500㈹　FAX.054（236）0500

W E B  +  印 刷  ＋ マ スメディア

アプライズ 検 索

www.aprise.co.jp

スポーツ等を通じて高齢者の健康づくり・生きがいづくりの促進と参加者同士の交流を図ることを目
的に開催します。競技種目は昨年度から水泳・ラグビー・俳句の3種目が増え、32種目で実施（下表）
します。うち24種目（下表色付）は「ねんりんピック秋田2017」の本県代表予選会を兼ねています。

卓球
テニス

ソフトテニス
ソフトボール
ゲートボール
ペタンク
ゴルフ
マラソン
弓道
剣道

グラウンド・ゴルフ
なぎなた
太極拳

ウォークラリー
ソフトバレーボール

サッカー

草薙総合運動場体育館
静岡市有度山総合公園運動施設テニスコート
静岡市有度山総合公園運動施設テニスコート
静岡市田町緑地スポーツ広場
天城ドーム
伊豆の国市韮山運動公園多目的広場
藤枝ゴルフクラブ（西－東）
草薙総合運動場陸上競技場
静岡県武道館弓道場
静岡県剣道連盟養浩館
島田市グラウンド・ゴルフ場
静岡県武道館第一道場
静岡県武道館大道場
岡部町
草薙総合運動場体育館
藤枝総合運動公園サッカー場

4月1日(土)
5月13日(土)
5月20日(土)
5月6日(土)・7日(日)
5月11日(木)
5月13日(土)
5月22日(月)
4月22日(土)
5月13日(土)
4月22日(土)
5月14日(日)
5月28日(日)
4月22日(土)
4月30日(日)
4月22日(土)
5月20日(土)

ダンススポーツ
ボウリング

ターゲット・バードゴルフ
バウンドテニス
軟式野球

オリエンテーリング
パークゴルフ
インディアカ
水泳
ラグビー
囲碁
将棋

健康マージャン
オセロ
かるた
俳句

三島市民体育館
狐ヶ崎ヤングランドボウル
東新田スポーツ広場ターゲット・バードゴルフ場
静岡市南部体育館
草薙総合運動場野球場
富士市立少年自然の家
富士パークゴルフ場
牧之原市相良B＆G海洋センター
静岡県立水泳場
草薙総合運動場球技場
裾野市民文化センター多目的ホール
島田市民総合施設プラザおおるり3階
静岡県総合社会福祉会館703会議室
藤枝市文化センター3階会議室
静岡市民文化会館2階第5・6会議室
表彰6/24　静岡県男女共同参画センター

5月28日(日)
5月20日(土)
5月14日(日)
5月14日(日)
4月22日(土)・23日(日)
6月4日(日)
5月21日(日)
5月7日(日)
4月29日(土)
4月16日(日)
5月14日(日)
4月23日(日)
4月16日(日)
4月22日(土)
5月28日(日)
2/1～4/30募集句受付

種　　目 会　　場開 催 日 種　　目 会　　場開 催 日

すこやか長寿 74号 18すこやか長寿 74号19

財団だより 公益財団法人しずおか健康長寿財団

〒420-0856 静岡市葵区駿府町1番70号
Tel 054-253-4221  Fax 054-253-4222
ホームページ

電子メール

ご参加をお待ちしてま～す
http://www.sukoyaka.or.jp（財団）
http://www.kenkouikigai.jp（生きがい・仲間づくり情報）
ikigai@sukoyaka.or.jp
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富士パークゴルフ場
牧之原市相良B＆G海洋センター
静岡県立水泳場
草薙総合運動場球技場
裾野市民文化センター多目的ホール
島田市民総合施設プラザおおるり3階
静岡県総合社会福祉会館703会議室
藤枝市文化センター3階会議室
静岡市民文化会館2階第5・6会議室
表彰6/24　静岡県男女共同参画センター

5月28日(日)
5月20日(土)
5月14日(日)
5月14日(日)
4月22日(土)・23日(日)
6月4日(日)
5月21日(日)
5月7日(日)
4月29日(土)
4月16日(日)
5月14日(日)
4月23日(日)
4月16日(日)
4月22日(土)
5月28日(日)
2/1～4/30募集句受付

種　　目 会　　場開 催 日 種　　目 会　　場開 催 日

すこやか長寿 74号 18すこやか長寿 74号19

財団だより 公益財団法人しずおか健康長寿財団

〒420-0856 静岡市葵区駿府町1番70号
Tel 054-253-4221  Fax 054-253-4222
ホームページ

電子メール

ご参加をお待ちしてま～す
http://www.sukoyaka.or.jp（財団）
http://www.kenkouikigai.jp（生きがい・仲間づくり情報）
ikigai@sukoyaka.or.jp



すこやか長寿すこやか長寿すこやか長寿すこやか長寿すこやか長寿すこやか長寿
～私たちは、あなたの「はつらつ人生」を応援します～～私たちは、あなたの「はつらつ人生」を応援します～

健康いきいき心ときめき健康いきいき心ときめき
春
2017年4月

74号74号

公益財団法人 しずおか健康長寿財団しずおか健康長寿財団

特 報特 報

第20回静岡県すこやか長寿祭美術展を開催！
第17回静岡県すこやか長寿祭熟年メッセージ大会を開催！
第20回静岡県すこやか長寿祭美術展を開催！
第17回静岡県すこやか長寿祭熟年メッセージ大会を開催！

健康はつらつゼミ健康はつらつゼミ

すこやか長寿には「サルコペニア」への対策が重要ですすこやか長寿には「サルコペニア」への対策が重要です
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http://www.shizuoka-ksjc.ne.jp

シルバー派遣を活用しませんか？シルバー派遣を活用しませんか？

静岡県シルバー人材センター連合会 検索
〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町5番地の1 静岡県勤労者総合会館4階

公益社団法人
静岡県シルバー人材センター連合会

TEL:054-254-7240 FAX:054-205-4540


